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脱インターンシップ宣言
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特に対象とする学部はない

大学1・2年生にも積極的に募集を行った

いいえ

いいえ

いいえ 給与の支払いあり 1日あたり8,000円の支給

全て対面で実施

【実務体験】実際の業務を全て実施　【実務体験】社員の外回り業務への同行　【実務体験】社長や役員の外回り業務への同行　【疑似体験】ロールプレイングやシミュレー
ション形式の仕事体験　【交流】社員の同行等による仕事見学やオフィス・工場・研究所などの職場見学　【交流】社員との座談会　【交流】参加学生との座談会　【その
他】職業適性・自己理解などを深めるワーク　【その他】人事や社員による講義・レクチャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー　上記以外の内容を実施

現在、インターンシップの多くは、仮のお題を与えて疑似体験をするワーク形式のもの、自己分析で終わるもの、短時間で学ぶプログラムなど実際の仕事を体験しづらい状況です。
そのため、私たちが出会った学生の多くがインターンシップに対して、物足りなさを感じていました。

本来目指すべきは、実際に仕事を体験することで、現場でしか学べないことを吸収し、学業や今後の進路選択に活かせるものにすることではないかと考えます。
このインターンシップのイメージを壊すため、私たちが掲げたのが「脱インターンシップ宣言」です。

コンセプトは「社会人0年目の体験」
インターン生用に作られたプログラムではなく、社員と一緒に実務を体験してもらいます。

就職活動を始めてから業界や職種、仕事内容を知るのではなく、高校生や大学生、院生など年齢に関係なく早い段階から仕事に触れ、将来の選択肢を広げてもらうことを目的としています。

具体的には、アプローチ先の企業選定から、手紙の作成、電話での営業、商談への同席、プレゼンテーションまで、シミュレーションではなく企業を相手に仕事をしていきます。
自ら考えて行動し、それに対するフィードバックを社長や社員から直接アドバイスを受けながら改善していく流れとなります。実際にインターンシップを通して下記の仕事に取り組むことで、学生の成長をサポートすることができまし
た。

・経営者へのアプローチ＆ヒアリング同席
・クライアントとの打合せに同席
・新規営業同席
・営業会議へ参加
・社内プレゼン
・営業ロープレ

長期間、社員と同じように実業務を体験することで、
・働くイメージが具体的になる
・仕事の一日の流れや業務内容がより深く理解できる
・人、モノ、お金の動きを見ることで、ビジネスの基礎が学べる
学校で学んでいることを社会に出てどのように活かすか考えられるようになります。

実際に参加した学生からこんな声が届いてます。

「インターンに参加することで、プレゼン力や企画書の作成力が各段に上がったことを自分でも実感しています。」（大学3年生）

「これまで自分はある程度できると感じていたことが、ビジネスの現場に立つことで、もっと学ばないといけないと実感しました。仕事の厳しさも楽しさも感じられて良かったです。」（大学2年生）

ビジネスの現場を肌で感じることができ、社会人として活躍する上で重要なビジネススキルも身につけてもらうことができました。
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社長　役員　部長　課長（マネージャー）　主任（チームリーダー）　若手社員　社外の人（お客様、取引先など）　内定者　その他

仕事の内容だけではなく、どんな会社でどんな人と一緒に仕事をしているのか、社員がどのような考えをもって仕事と向き合っている
のか理解できるよう、様々な内容で社員と交流できる機会を設けています。

・仕事で関わる企業の説明（企業理念や仕事内容、課題や携わる案件について）
・仕事内容やノウハウのレクチャー（企画の考え方や伝え方、相手を惹きつけるプレゼンの仕方など）
・営業同行（商談や企画提案の同席）
・社員への企画提案プレゼン
・社内の営業ロープレに参加
・名刺交換ロープレ（名刺交換の方法やマナーをレクチャーし練習）
・営業部署全体の会議に同席
・交流会の実施（悩み相談や、仕事への想い・価値観・社員の学生時代について聞ける場を設定）

学生と社員という壁を無くし、部署の一員として業務以外でも関わっていくことで、高い信頼関係を構築できるように努めています。

仕事を知るということは、業務内容の理解だけではなく、仕事への姿勢や思考などマインド面に対する理解も必要です。

仕事とは幅広くあり、答えのないもの。
これまで学校で受けてきたテストとも違います。
テストには正解がありますが、仕事には正解がありません。

そのため、トゥモローゲートでは、「仕事への価値観」と「仕事内容の理解」という両軸で取り組んでいます。

仕事への価値観として大切なのは、受け身にならず、自ら考え行動を起こすことです。
自分なりに「この仕事の目的」「なぜ必要なのか」「どうすれば改善できるのか」考える習慣をつけ、結果を出すことを繰り返しながら学べる内容にすること。

仕事内容の理解という点では、営業に関わる全ての実業務に携わってもらうことで、営業から契約までの一連の流れが把握でき、より深く仕事の理解ができるようにしています。

そして商談の同席など、社外のお客様と会う機会を設けることで、会社説明や企画提案の現場を間近で見ることができます。時には契約が決まった瞬間に立ち会うことも。このようにビジネスを肌で感じる
ことができるプログラムを設定しました。

インターンシップは就職のためだけでなく、目的をもって大学生活を送るための重要な機会だと考えます。

そのため、毎回個人面談を行い、今後の目標とアクションを定めることで、卒業後社会に出て働くことを見据えた学業の取り組みができるよう支援しています。
社外の経営者などに営業やプレゼンテーションも行い、個人の印象面やスキル面のフィードバックをしているため、大学の授業やゼミなどでも活かせるようになりました。

具体的には下記のようなことが挙げられます。
＜印象面＞
・好印象を残す第一印象づくり
・話を聞く姿勢や表情
・営業先での立ち振る舞い
・プレゼン時の自分の魅せ方
・来客対応、ビジネスマナー

＜マインド面＞
・目的意識を常に持つこと
・継続して取り組む姿勢
・苦手なことにも逃げずに取り組む姿勢
・常に前向きでいるポジティブ思考

＜スキル面＞
・相手の心を動かすプレゼン力の向上
・聞き手を惹きつけるストーリーの構成力
・提案内容の説得力
・説明内容の具体性、分かりやすさ

インターンシップに参加した学生が、学校の授業やゼミでの活動に意欲的になるなど、学校生活にも良い影響が出ているという声もいただいています。

インターンシップ終了後にアンケートを実施し、素直な声を拾うようにしています。
・参加をした感想
・内容の満足度
・働くイメージがもてたか？
・業界理解ができたか
・業務理解ができたか
・インターンシップで学んだこと
・もっとやりたかったことや要望

また、役割別に2度に分け面談を実施し、振り返りの時間を必ず設けるようにしました。

・一緒に仕事をした社員との面談（業務の振り返り、自身の成長度の確認）
・人事との面談（参加する前と、参加した後にギャップはなかったかなど感想をヒアリング）

参加した学生からの感想や、評価が高い他社様のインターンシップ、インターンシップアワードに選出されたプログラムを参考にしながら、検証と改善を毎月行い、参加者の満足度が上がるよう取り組んでいます。

特に希望を多くいただいたのが、さまざまな社員との交流です。そのため、ランチや就業時間外の交流会など、社員とコミュニケーションをとれる時間を業務以外で1日1時間以上増やすことにより、これまで以上に満足度を向上させることができま
した。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　社長の講演　インターンシップ参加目的の明確化　学生1人ひとりに対する目標設定　
職業適性・自己理解などを深めるワーク　人事や社員による講義・レクチャー　就職活動に対するアドバイス・レクチャー　社員との交流・座談会

私たちは学生に、自分が立てた目標を本気で行動することで「達成できた」という成功体験を味わってもらいたいと考えています。成功体験こそが、今後何か壁にぶつかった時に、乗り越えられる自信に繋がるからです。

そこで重要なのが、「参加目的を自分で言語化すること」「具体的な目標と期限を設定すること」です。

まずはインターンシップ説明会を実施。まだ社会との接点が少ない学生たちだからこそ、インターンシップ参加前に、どんな会社でどんな社員と一緒に働くかを理解できる状態にし、参加目的を学生・企業共に明確にして
いきます。

更に、気軽に質問ができるよう若手社員と座談会形式での質疑応答を実施。不安がない状態で参加できるよう徹底したコミュニケーションを実施しています。

説明会終了後、インターンシップ参加希望者には事前課題として、
・自分が目指す社会人像
・一年間で成長したいポイント、自身の目標
・インターンシップでの目標
を提出してもらい後日面談を実施。

得たいスキルを身につけるためのアクションプランを設定することで、自分が目指す姿が明確になり、就業体験だけではない自身の成長や今後のキャリアを意識しながら取り組めるようにしました。

グループに対する口頭でのフィードバック　個人に対する口頭と書面の両方　その他

1時間以上 （2日間以上のプログラムのみ）期間中学生が参加した日は毎回行った

参加者の目指す目標や課題を明確にしたうえで、マンツーマンとなり業務に取り組むため、1人1人に合わせたフィードバックを行います。業務を進めながら都度フィードバックをしていくため、1日1時間以上、インターンシップ全日
程を合計すると24時間以上となります。

個人と向き合うため、敢えて少人数の受け入れにすることで、1人1人としっかりと向き合うことができました。
そうすることで、学生にとって下記のような効果が表れました。

・自分が気付けていない長所を知れる
・自分の成長に気づくことができる
・自分に自信が持てるようになる
・次回取り組むべき課題が明確になる
・モチベーションが高い状態で参加できる
・学校生活やアルバイトにも活かせる

更に伝え方として、まずは良い点を伝え、その後改善点、最後に今後の期待を述べて背中を押す言葉をかけるようにしています。
全員が聞きやすい体制をつくること、フィードバック内容についてなぜ身につけることが必要なのかが伝わるように意識し取り組みました。

毎回フィードバックされたポイントを押さえながら取り組むことで、前回までの課題をクリアすることができ、学生自身の成長にも繋がっています。

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　学生全体に対する評価・フィードバック　個人面談　インターンシッ
プ終了後の定期的な連絡・フォロー　人事や社員による講義・レクチャー　就職活動に対するアドバイス・レクチャー　社員との交流会

非上場

インターンシップの卒業がゴールではありません。だからこそ、弊社ではインターンシップ終了後に下記2点のフォローアップをしています。

①フォローアップ面談（1時間以上）
②インターン生交流会（年2回以上）

まずはインターンシップの振り返りとして面談を実施し、学生個人が感じる参加前と終了時点での成長度や考え方の変化を振り返ります。そのうえで会社から見た学生の印象や成長度、評価、今後伸ばすべき部分を細かくフィード
バック。身についたスキルと今後必要なスキルを自覚できるよう言語化します。

学生に合わせた目標設定のサポートをすることでインターンシップ終了後も、将来を見据えたアクションを継続して起こすことが出来ると考えます。

■フォローアップ面談内容
・参加前と参加後で自分自身が成長したと感じる点
・将来の夢や、目指す進路、志望業界に合わせた目標設定
・学生個人へのフィードバック、評価点と改善点の共有
・今後の具体的なアクションプランの再確認

すべての学生が、“この出逢いをきっかけに、新しい気づきや出逢い、成長を通して前に進んでほしい”。そういった想いから、フォローアップを欠かさずに行っています。

50人未満

コンサルティング・シンクタンク・調査


